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日本国有鐸湛山邁畿電所柄竪軸フランシス水車

27,500kW VerticalFrancis Turbine for

YamabeP.S.NationalRailway ofJapan

抑は3500mm喋塾要囁で媚外周にほゴムパッキングを播

入L完全に水密を株たしめてある｡

羽限軍は工場iこ於て模型試験の結果は非常な好成績を

収とうMoody式により換算すると賓物で最高数率 94ヲ右

､†-

メ

操作方法とLて配電盤に於ける操作の外に機械室に電

礪盟､制御盤､計器盤を一浩にした寓眞(第2圃)の

如き水二車盟を置き

第1開 田本圃有≦芸道､山速蔓導電:所27,500kⅥ∵竪軸

フランシス水中｣二揚組立

Fig.1Shop Assembly of 25,500kW Vertical

Francis Turbine for Yamabe P.S.N.R.J.

本水車は終戦後製作されたものとし∵:は水邦浸大なも

ので､日立製作研に於て2毒共工場作

作業中である｡水茎萱

完成し目下現場

祈は絶計5童顔何られるのである

が､今同2董の左受話完成せるものである｡関東一国に

於ける固銭電化の 源に告てられる関係上運轄の耗暦安

皇を期して各機器共細心の注憲意果て製作されている｡

達家は軍床式で讃電機及ガイドぺ-ソを分解すろこと

なく容易にランナーを分解し得る とLてある｡入口

轄出来る様になっている｡

上記の如き優秀なる性能ほ完成の暁は

上に一大障力を加えるであろう｡

本水草の仕様ほ次の如くである｡

最大出力 27,500kW

有数落差 48.2m

鏑電化の

第2固 7k 室操作盤

Fig.2 Controlling Board･
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水 量 64.5m3/S

同鴇数

比較同軸度

型 式

茎 数

167.5/200r.p.m.

216.5/260m-kW

FSS-Ⅴ

昭和電工株式舎敲赤松発電所納

竪軸フランシス水車踵轄開始す

3,500kW VerticalFraneis Turbine for

AkamatstlP.S.Showa DenkoI(,K.

祈閲

係職者酌ま欒匪

葦を除き全部

日立製晶で10

月末水車築

機2萎の据付

を終り､好調

裡に連綿を開

始した｡太護

祈は梓川の

清流の濯漑用

水を利用して

したもので肥料工場の 源となるものである｡

太水草は従来の水車に比較し種々なる特長を持ってお

り､
■

｣ の製作に常っては設

の好成 も又普然の

`現場共慎重に検討せるもの

果である｡

その重なる特徴とするところほ

2.

比較岡持敦(Ⅳβ)が非常に高い｡

セグメント式軸受を採用した｡

据付型式はバーレル塾で護電機を分解せず水車を

分解する表 にLた○叉ランナーはガイドべ-ンを分

表

横:横型.竪: 竪型.F: フランシス･K:カプラン.P:ベルトン

第3固 昭和電工棟式食紅赤奄遡偏潮

3500kW竪軸フランシス水草工場組立

Fig.3 Shop Assembly of3500kW VerticalFrancis

解せずに取出すことが出来る｡

ケ←シソグ及スピードリングを一迫構造と

し､鋼板 熔接で作 され､輸遼上田っ割とL

現場作業部分のみリベッー､作業とLた｡

5･据付工 上ケーシング､下カバーを先に据付

け水草太整は雇装置を用いて之と別鳳こ組立て

た水草の仕様ほ次の

最大出力

有効落差

水 畳

同轄数

りである｡

3,500kW

20.Om

21.Om3/S

214/275r.p.m.

比較同極度 300m-kW

型 式

室 数

300FSS_Ⅴ

TurbnieforAkamatsu≧P･S･ShowaDenkoK･Ⅹ･倍現在劉紳のものには第一表の如きものがある｡
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第4囲 赤松姿電.執約 3,500kVA女流饗電機

Fig.4 3,500kVA A.C.Generator for Akamatsu P.S.

6,600V50/60-214/257r.p.m.

第33巻 第1竜虎

カ地熱の開護を始め､囲鋪､各配電昏祀､あるいは

姥系電等､各所に閑蒙の計雷が進められ､各社は技術

の粋を競い多忙な年に終始した｡この時にあたり､

日立は既に昭和23年関西配

kVA寄電機をはじめ､東北配

木津川豪電折椚670

鳴子葺萱電折柄3,200

ゝkVA■空電機､宮崎隊電石河内第一護電折柄13,

500●kVA 署電機を完成Lた｡木津川の考 磯は

小型ではあるが､戦後つくられナニ琵琶磯で我が国

最初の製品であるという粘で記録さるべきもので

あり､鳴子の顎 磯ほ受託より僅か4カ月で工場

完成を見るという戦前にも例を見ない瞥異的な短

納期を以て完成したものでありヽ叉石河内の顎電

機は常時戦後の容量に於て記録晶であった｡これ

らの製作は取前の技術に勝れたりとも劣らぬこと

第5固

Fig.5

国威山達塗電前約 28,000kVA交流教官磯

28,000kVA A.C.Generator for

Yamabe P.S.N.R.J.

11,000V,50/60-167/200r･p･m･

r･p･m･2室は既に試逓増も終り､目下営業連綿中で､

これは鳴子の更電機と共に案内軸受に､新らしい考えを

入れて改良を加えたセグメソ1､式の軸受を用いたもの

▲



昭和25年鹿･日立故

で､その結果は振動もなく温

のeある｡(第4圏)

囲錦､山遽護 祈椚護

上昇も低く好評を得たも

磯､28,000kVA,11,000V,

50/60q｡,167/200r.p.m.2墓は､建託上歴々紹介さ

れた如く､戦後に於ける太邦最大の記銀的大容量機で､

令書酎こ最 の技術を結集して､設計､製作に普ったもの

で､図録電化の心臓部として急激に欒動する負荷の特異

性に封しても柁封安全確実に ぜられる最も信租皮の高

いものである｡工場試験に於ける電気的特性はいうせで

もなく､無抱束逐 度言 瞼にも充分の安全性を賓讃し､名

賓共に斯界に誇る記録的製品である｡(第5,6圃)

節7脚

Fig.7

その他､

日華新湯相室電所柄 5,000kVA

峯電機6,600V60Lっ450rpm

5,000kVA AC Generator for

Shinyumura P.S.

H琶至､新湯村護電祈 〕茸電機､5,000

kVA,6,600V,60｣っ,450r･p.m.2 墓の完成

を見た｡(第7匡l)

叉目下組立にかかったものに､口讃､蘭越築電

折柄顎届瀾､7,000kVA,6,600V,50qゴ,167r.

p･m･1塞がある｡太機はR立可動翼プロペラ

ー水軍には直結されたもので､太邦最初の傘 軍

磯である｡傘型機に於ては推力軸受が同睦子の

7

下にあり､且案内軸･受を1個であって､これらの構造は

在来のものを睾に下側へ移すということでは満足されな

い粘があり､分解､組立､調整にに斬新な構想をとり入

れ､在来の傘型機から見れげ造に進歩Lた構造のものと

な㌧)ている｡

叉日讃成出護電折は久野脇後屈析の護電機を1垂移設

したものであるがl戦時中の袈品であり風洞造であった

ものを､太鰹の一部を改造すると共に基完冷却器をつけ

た錦板 風洞の密閉式循環 風塑に改造Lたもので仕圭

は久野脇の時と多少攣りヽ19,500kVA,11,000V,60

㌔,200r.p.m.1茎で更に2塞目が計書中である｡叉

日登柳河原篭電祈の20,000kVA,360r･p･mの護電機

はウェスチソグハウス社製のものであるが､20数年問使

用し主軸頂部の推力を受ける部分が疲努L､危険にさら

されていたものを､シ十ヤフ1､を取換えることたく安全な

構造に改造し､1親機は既に無事運鴨を鰍ナており､2

就職はこの冬の渇水期に行う預窟で部品の製作を終って

いる｡

水力関係の葦電機は上吉山)如く､数多くの記録的な製

品の完成或は製作中であるが､火力関係は国内の護電計

君自身が非抑こ少く､往年の輝かしい業績にく1､~ノベて､

その 力を篭挿する機偏に悪せれないことは誠に遺憾で

ある｡應勺シ完成を見たものなく､日下印度のてズラ篭屈

折用蟄電機12,500kVA,11,000V,50←フ,3,000r･p･

解8国 花畑 屯所納20,000kVA同期調

相磯の水素冷却用カバー

Fig.呂 ExprosionProofCoverfor‡i2Coolingof

20,000kVA SynchronousCondencer･
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m.1璽を鋭意製作中である｡これは海外進出の大容量

磯として記録ざるべきものである｡

倍将来ターボ萎 機にほ水素冷却方式が用いられるこ

とは米国の側を見ても必然であって､既に終戦前よリ

2,500kVA の試作ターボ護 磯によって各程の研究を

進め見通しを得るに至った時に常って､日豪花畑欒電祈

の水素冷却方式による容量の増加の ･書が起り､充分の

自信を似て茸際に適用する機昏を得たものである｡花畑

の詞相機ほ15,000kVAの日立製のもので､これを完全

な耐爆カバーの利こおさめて水素冷却によって､20,000

kVAを出すもので､既設の 相磯をそのまま使用する

ため､最初から水素冷却で設計されたものと異り､カバ

ーは非常に尤大なものとなり､構造的にも非常に苦心し

たもので第8園に嘉す如きものとなる｡工場に於ける気

密試験並に水素調係各種基層の結合試験も良好な成績を

収め､現地据付中で､本邦に於ける水素冷却方式の先鞭

をっ仁ナたことに於いて､叉瀞来のターボ考 機､調相槻

等の計書或ほ製作に封Lて､その成果ほ非常に期待され

るものがある｡

叉詞相磯としては日襲仙墓 所柄､15,000kVA,

11,000V,50⊂b,750r･p.m.1墓でこれは屋外型であ

って､起重機なLに分解組立が出来るように特に設計L

てあり､更に防音装置､基気清渾器､油冷却器等を具え

て､最小の面積で最大の致果が得られるようにしてあり

これらの條件を満たすため在来のものとはかなり飛躍し

た構造となっている｡

汽 建

Boilers

船用水管汽確

Marine Water Tube BDiler

蓮塘界の活況につれ､昨年度は般用水管義徳を21護

製作したが､就中第5次鰭日立畠袷株式

油槽波枕式

祀建造の日本

祀祈右｢あらびや丸｣(12,300GT,油槽胎)

詐 論 第33奄 第1競

の8,000抒■タービン用として製作した気砥は色々な瓢

で我が国の記 晶であるので概説する｡

未完礁はデーゼルiこ対抗して高能率を要求されると共

にアフターエソヂンとして船尾の狭小なる気縫室に設置

するため特別苦心した｡

本気礁の仕様ほ下記の通りである｡

料;重 油10,000kcaI/kg(低位)

樺 受 勲 面 積

水冷壁受熱面積

過熱詐受典面積

節炭券受…熱面積

空気攻勢界受熱面積

348m2

36m2

1訊)m2

75m2

185m2

本気膝は2礁で8000Ifタービンを駆動するに充分な

る容蒐を有しているが上記仕様の如く蒸気匿力､

度､容量共に一校賠舶相完躍とL･て東邦に於ける記録晶

である｡又重油事焼摺として従来一段に採用されている

≡胴塾宗徒とは著Lく異る構造で火墟は重油燃焼上最も

理想的な直立方鰹とし､火皆の隅々まで有効な燃焼室と

し且つ嘘壁の全周とバーナ十廻りを除きことごとく密に

水冷管を配置せるため墟内に於ける輌射熱吸収が極めて

盛であり､他型式の宗徒でほ達し得ぬ高い火嘘負荷をと

っても墟内の混匿は異状に上昇せず墟壁及徳管の保守上

より見ても最も適した温度を維持出来るので､汽植の信

践性を高めるのみに止ら･ず叉他型式気纏に比し小型軽量

にすることが出来る｡

蒸気ドラムは内径1300mm全鋲綴饗とした｡水ドラ

ムは内穫1000mmとL水冷壁への降水管の配置の関係

よf)群接手は熔接を用い鏡の丸鋲綴とした｡

牲管は桂一水の循環上最も理想的な垂直に配置した｡碓

▼●
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第 9 固 舶 用水管式汽韓断面組立固

Fig.9 SectionalView of HitachiMarine Water Tube BoiIer.
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第10固 汽曜外戟知立固 Fig.10 View of Marine Water Tube Boiler.

.Jr

水は蒸気ドラムの最下部より後部水管を下限し水ドラム

に至り蒸篭の最も盛な前部水管群を上昇L､文一部は水

ドラムの下部より流れて水冷管内を上昇する｡以って徳

水の循環は判然且つ整然とし何等混乱ほない｡この事は

種管の讃命を長くするのみならザスケール及煤の附着を

少なからLめる｡

灼壁の大部分は水冷壁を密に並べた故煉瓦は僅少です

み堆重量を軽減することを得るのみでなく叉熱損失を少

くすることが出来た｡

過熱器は折返し曲管型を採用しているが本気権は特に

高温の過熱蒸気のた捌こ過熱管としてクリープ限度の高

い外召30mmHCK管を採用Lた｡
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未完紘は効率を高めるために節茨器を配したが之また

東邦に於ける瞭用宗徳とLて稀な例である｡型式として

銅管塑を使用Lたが管の連絡にほ漏洩の多いフランジを

排Lボックス型とした｡本気徳は囲の如く節茨誰及び毒

気濠熱器を併せ配置するに最も都合良い構造である○姦

気預熱器は基嘉の洩れの最も少ない鋼管型を採周した○

通風方式は平衡通風とし押込迭風機と誘引通風磯を設

けた｡

蒸汽タ
ー ビン

Steam･Turbine

船舶用補機タービン

AtlXiliaryTurbine for Marine Service

昭和25年は吾が補磯タービンが海運界に一大飛躍を

遂げた記念すべき年であった｡即ち第5次造船計蓋に依

る｡新造糖に装備される11董の補磯タービンが此の1

年間に完成Lて次々に嗣入されて試運轄を終り､日立の

補磯タービンの優秀性を還憾なく襲拝したのであった0

而も章電用タービンに於ても､ポンプ用タービンに於て

も其の性能及び 造に関しては前年匠より一段と改良が

加えられ､益々堅牢にして信扱性ある補機タービンとし

て斯界の注目を浴びている｡

完成された11垂の補職タービンの

第2表に京す通りである｡

蒸′霞用タービン

t司 上

同 上

循環水ポンプ周

回 上

絵7kポンプ月j

同 上

以下護

顆及び納入先は

評 論 第33巻 第1芸虎

あらびや丸は機関室補磯は全部電化した優秀踏にして

而も第4次ま 内船ま

､
､

源が直流であったのに勤して､

第5次には交流を採用し各種原動機の出力を大にして重

畳償格の低減を計っている｡従って此の茸電機ほ容量が

大iこなるため原動梶としてほ蒸気タービンを採用し熱効

率を高めるため復水式とした｡太タービンの仕様ほ第3

表の通りである｡

第3表 400kW幸一霞用タービン仕橙

式 横軸軍事室復水タービン減速展置付

教 2毒(内1蔓は頚備)

経済臼i力 360kW

定格出力 400kW

最大出力 500kW

同堵 8却0/1200RPM(草笛磯困韓教1200RPM)

タービン人l~~t蒸気状態 27kg/C皿ヨ,3貯C(ボイラー

知kg/Cm㌔4000C)

復水碁眞空 700m/mHg(360kW,冷却水温24てC)

第11圏は本革 用タービンの断面固であり､第12匪l

は護電機並に循環水ポンプを直結した外観寓眞である｡

此のタービンの特長としては第4次造舷計署の場合に

比重交して次の事が挙げられる｡

1)タービン下部ケーシングと復水器の取付を簡単に

し復水譜取外Lを便にし且車重の重量を

第 2 表 日 立補横 タ ← ピ ン

400kWi2違!復水
80kW･1//:背旗

160kW 2 〝

70If11〝

80汗;1′′
60If!2//

65fPl2姦

日本油槽船

日本油槽船

日産汽ブ把

汽舶

山下汽舟語

日産汽船

山下汽船

用タービンとポンプ用タービンに分けて少し

く説明を加え乾い｡

500kVA(4001【W)牽雪用タービン

滅Lた｡

2)タービン車重熱膨脹部分の構造を簡易化L組立の

の心出しを儒㌍掛こした｡

3)油冷却器の容量を大にし冷却水滞最高340Cの

あらびや丸

あらびや九

日 令 九

日 令 丸

山 産 九

日 令 丸

山 彦 丸

日立造船国島

日立法敵因島

日立造船模島

日立造船横島

日立法難因島

日立造船桜島

日立造船国島

メタルの混皮が600C以上に

ならぬ憶に設計した｡

4)調達装置には日立濁時

の純泊墜式を採用した事は第

4次同様なるも､調速機泊匿

の攣動を更に大きくL従って

調速機行程を大にして安定性

をよくした｡(日立 論VoL

32.No.6｢最近に於ける日

立攻循の成果｣p.355参照)

200kVA(160kW)費電用タービン

日令丸は磯視童 のみタービンノ禰機とL甲板補機は

■

つヽ_
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節11固 400kW タ ー ビ ン断固滴 Fig.11SectionalView of400kW Steam Turbine.

節12固 400kWタ←ピン(量う宝磯並送水ポンプ付)

Fig.12 400kW Steam turbinewith Generator

and Circulating Pump.

気劫である｡考 機用原動機とLてのレシプロ機械とタ

ービンとの優劣は前記『日立評論』に詳述Lてぁるので

省略することにし､今岡ほ糖 が直流より次第に交

流に移行Lヽ交流簗電機が採用される様になり､而も高

畦高温の 気を使用し､重量壬辰動共に少いタービンを原

動㈲･こ用いる傾向になった｡

葦整

太タrビンの仕 は第4表の通りである｡

箪4衷160kW準電用タービン仕様

式 横軸軍事室背歴タービン減速蘭車付

2岩≦(内1追徴僻)

経済吊カ120kW

定格出力 1601くW

重大出力 200kW

回韓数 8540/1800RPM(鼻息磯同韓教

タービン入口蒸窮状患18kg/Cm23358C

20kg/Cm雲3500C)

こlヒ.

目 1.Okgノcm2

第13圏は160kW讃

1800RPM.)

(ボイラー

用タr→どンの断面囲第14国は

擬を箔結L･た場合の外観寓眞である0此のうトービン

の調速装置ほ前記400kWタービンのものと酪同様のも

のを探用した｡木タービンの特長としては次の事が琴げ

られる｡

1)ター｣ビンと篭 機を共通萎盤に装着して積荷に便

とL据付を竹男にLた｡

2)油冷却器の容量を大にし冷却水温の メタル湛匿
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第13樹160kWター ビン断面固

〟〝∫日立

第33奄:第1競
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Fig.13 SectionalView of160kW Steam Turbine.
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第15圃160kWタービン(導電横付)

Fig.15160kW Steam Turbinewith Generator.

第14固てタービン重電機の調速機試験時に於ける

オツシログラム

Fig.14 0sci11ogram for Governor Test of

TurboJGenerator.

が600C以上にならぬ様に設計した｡

3)調速装置に輩ける改良瓢′よ400kWタービンの場

合と同様である｡

4) タービン全捜の構造をコンパクトにして床面積を

小にした｡

第15圃ほ陸上運韓の際の 巨格負荷遮l

バナー特性のオッシログラムを京した｡

100kVA(80kW)費電用タービン

断時に於けるガ

ヽ-



昭和25年慶･日カニ技術の成果

太磯は前記あらびや丸400kWダービノの補助署電機

として使用されるもので構造は160kWタービンと同型

を採用した｡太タービンの仕様ほ下記の通りである｡

第5表 80kW装う蛋用タービン仕検

型 式 横軸軍事室背旗タービン減速歯車付

基 数1毒

･定格ローi力80kW

最大出力100kW

旭碑数 8540/1800RPM(婆電機囲堵凝1800RPM)

タービン入口蒸気状態15kg/Cm2飽和

背 捲1.Okg/CIが

第相国は80kW章電用タービン外観富眞である｡

調速装置並に設計改良瓢ますべて160kWタービンの場

合と同様である｡

給水ポンプ用タービン

60If及び65汗の給水ポンプ用タービンほ横型軍軍

室背 タービンで船内の給~水ポンプ用タ←｣どンと直

て用いられるもので､タービン基とボン′ブ基は 鎖製 共

第16固

Fig.16

80kⅥrタ ー ビ ン(鼓1宣枚付)

80kW Steam Turbine with Generator.

通重患上に取付ナられている｡

タービンロータ←は二列翼カーチス車を採用し､且つ

軍竪ほ車軸に焼 り､革軸端は呟合接手iこ依り

ポンプと接続されている｡タービン革室は軸方向に案内

帯を有し､共通毒盤上を洞勤して熱膨脹に依る欒形を逃

している｡太ダービソの特長は小 塾盲抗主にLて信践性高

く､且つ保守鮎検が容易な賓である｡特にポンプの吐出

13

第17固 60王P給水ポンプ用タ←ビン

Fig.17 bO王P Turbinewith Feed

Water puTnp.

匪力を一着範囲内に保つ様に医力調整装置が取付けられ

ている｡即ちポンプの吐掛匪力に じてタービンの蒸気

を加減Lてポンプの水量に欒動があっても水匪は殆んど

一章に保ヤ)得る装置である｡第17圏に本タービン及びポ

ンプの外観竃眞を示し第6表には仕様を示している｡

第6麦 粉水ポンプ用タービン仕様

BH_104BH-104i奄夏 式

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

給

7Jく
ポ

ン

プ

浦
冷
却
器

定 格 臼1力

閻 概 数

入†~~l蒸気歴力

入l~†蒸気浬度

60ir

60(〕ORPM

18kg/Cm2

3350C

65If

6000RPM

19.5kg/CIn史

3358C

こけ !墜 1.Okg/Cm2ll.Okg/Cm2

揚 7Jく

絶 揚

岨
■
…
型

VM-CH

式:毘雷脚未申
却冷

却

-
-
-
､

両 ≡朽

水 _El_

こ巨巨.

1m2

3M8/′H

式j

捧

蔭r:和 式

3150RPM

20ZノM

2kg/Cm2

25M3/H
270m

6000RPM

軍流横型表滴
冷却

11T12

3M3/H

歯 車 式

3150RPM

20りM

2kg/Cm2
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第18固 70Ⅰア楯還7kポンプ用タービン

Fig.18 70fP Turbine for Circulating Pump.

循漂水ポンプ用タービン

70王ア及び80壬P 循還水ポンプ用タービンは横型衝動

式軍事室背 タービンで､一段減速歯車を介して胎内の

循還水ポンプを 動するもので､タービン基とポンプ毒●

は環鋳製共通基盤上に耳責付けられている｡タービンロー

ター･は二列翼カーチソ革を採用し.､且つ革盤は車軸に焼

擬されて居り､車軸は減殺装置子歯車と一路≡軸受とた

っている｡

タービン車重は後部を減速革室ミ･こ取付け前部軸受を共

通墓壁書上に固定した金岡製支持墓にリーマポル1-て固定L

熱膨脹に依る車重の伸びは支持董の繹性に依り吸収せし

むる様な横道になっている｡

連装置こま水平型一段減速で歯車はライネッカー歯型

シングルヘリカルギヤーを採用している｡

太タービンの特徴は小型 亘量こして保守鮎綾が容易且

つ高速同車卦こ於て充分烏信敵性を有する =ある｡第7

第33巻:第1既

表はタービンの仕様を嘉し､第18固にタービンの外観

窯眞を読ナ｡

これ等給水ポンプ及び循還水ポンプ及タービンは完成

後何れも工場に放て綿密な性能試験､即ち過速度試験蓮

田運輸試験負荷試験及び蒸気消費量測定を行った結果､

定格連綿に於て最も経済的で耐久力あり且つ蒸気消費率

ほ此の種のタービンとLて極めて少い寒が確 された｡

以上述べた様に日立の禰機タービンは昨年中に放て著

Lい進歩を元Lたが､之は日立の永年の経験と努力の結

第7表 侶還水ポンプ用タ←ピン仕横

項 目

型 式L

70‡P

BHG-1046 BHG-1046

■l

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

定 格 出 力

回 樽 教

人口 窺歴力

入口蒸気滝匿

70IP

8524RPM

18kg/Cm2

3350C

80If

8524RPM

19.5kg/Cm2

3350C

1.Okg/cm2 …1.Okg/〇m2

方 法
ダラビティー

タンク

60ヱ/min

O,8kg/Cm2

ダラビティー

タンク

60～/m王n

O.8kg/C皿2

果である象よ云うまでもない｡今後共筒一 の工夫と改

艮を加ユて優秀なタービンを製作したい｡之等のタービ

ンの装備された舷が海を渡る日も近いが其の日こそ此等

タービンがその性能を十二分に萎揮し､吾が団海運界に

貢献して呉かるものを信じている｡

■

､

､ ■




